
 
 

  
 
 
 

                                                     
 

         
 

 
    

 
 

 
     

         
 

 
 

 
 

   

 

 
         

 
   

 
 
 
 
 
 
 

       
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
                 
           
            
 
                 
           
            
 
                
           
            
 
                   
                   
            

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

       
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      
 

 



 
 

  
 

 
 

                                          
 

         
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

         

 
 
 

 
 

 

 
 

 
  

 

 
 

         
 

 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

       
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

  

 
 

 
   

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 



 
 

  
 

 
 

                                                              
 

         
 

 
 

 

 
 

 

     
 

         
 
 
 

 
 
 
 
 

 
  

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

         
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

       
 
 
 
 
 

 
  
  
  
   
  
  
  

 
 

 
 
 
 

       
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



                                                      

              

      

              

     

      

  



別紙様式２ 
 

令和７年度 「
ふるさと

郷土に学び・育む青少年運動」強調月間における特色ある取組 
 
 
 

                                                           市町村名（    曽於市     ） 
 

事 業 名 
 

 
第20回曽於市子どもフェスタ 
 

 
実施時期 
 

 
令和７年12月6日 

 
 
 

趣旨又は目的 
 
 
 
 

 
子ども達の健全育成の根底にある「人と人とのふれあい」を通して「人を思いやる心」、「互
いに協力しあう心」を育て、人間関係の絆の強化を目指し、「共に遊び、共に学ぶ」ことによ
って、市内の子ども同士の絆を深め、次世代の社会を担う子ども達を育てる機会とする 
 
 
 
 

 
 

参 加 者 
 
 
 

 
821名(子ども458名・大人363名) 
 
 
 
 

 
 
 
 

活動概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
わくわく体験コーナー（末吉総合体育館） 
 
【午前の部 10：00～12：00】 

はしご車搭乗体験、食育コーナー、おまわりさんになろう、オリジナル缶バッジづくり  
なぞ解き、ブックリサイクル、ニュースポーツ、丈夫な橋づくり、ストローハウスづくり 
音楽ワークショップ、茶道体験 
 

【午後の部 13：00～15：00】 
建設機械無料試乗会、昔あそび、、オリジナル缶バッジづくり、的当てチャレンジ  
なぞ解き、ブックリサイクル、ニュースポーツ、丈夫な橋づくり、ストローハウスづくり 
音楽ワークショップ、茶道体験 

 
お楽しみ抽選会 15：00～15：30 
 
 
※県教育委員会主催『親子すくすくフェスタ』同時開催（午前・午後） 
 
 
 

 
 
 
 

活動写真 
 

[説明] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
                                                 
 
                               
 
 
                   
                                                                         
 
                                                   
 
 
 
 

 

わくわく体験コーナーの様子 



別紙様式２ 
 

令和７年度 「
ふるさと

郷土に学び・育む青少年運動」強調月間における特色ある取組 
 
 
 

                                                           市町村名（ 志布志市 ） 
 

事 業 名       
 

ANYTHING GOES FESTIVAL 2025 

～何でんやってみっが 見け行っが～ 

 
実施時期 
 

令和７年12月７日 

（令和7年11月1日～11月30日） 

 
 

趣旨又は目的 
 
 

志布志市内の学校に通う児童生徒が、日頃練習している特技や趣味、思っているこ

となどの発表や披露を通して、自己肯定感を高めるとともに、お互いに交流の場とす

ることで、自他の良さに気付き、さらに向上する良い機会にすることを目的にしてい

る。 
 

参 加 者       
 

【発表者】志布志市内の小・中・高等学校に通う児童生徒155名 

【来場者】約400名 

 
 
 

活動概要       
 
 
 

 志布志市内の小・中・高等学校に通う児童生徒に、個人・団体を問わず参加を呼びか

け、演目もまさに「何でもあり」のイベントである。 

 志布志市のジュニアリーダークラブ、インリーダークラブ「ＪＡＣＯクラブ」の児童生徒が運

営に携わり、当日の進行などを行った。また、今年度は志布志市ＰＴＡ連絡協議会主催の

「給食レシピコンテスト」の表彰式も行い、「食育」についての啓発を行い、保護者も、子ど

もも食についての関心や意識を高められるようにした。 
 
 
 
 

活動写真       
 

[説明] 
 
 
 
 

【写真①②】運営に携わるＪＡＣＯクラブのメンバー 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真③④】市Ｐ連主催の「給食レシピコンテスト」掲示、表彰の様子 

 

 

 

 

 

 

 
 

【写真⑤～⑨】バラエティ豊富な発表の様子 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



別紙様式２ 
 

令和７年度 「
ふるさと

郷土に学び・育む青少年運動」強調月間における特色ある取組 
 
 
 

                                                           市町村名（   大崎町      ） 
 

事 業 名 
 

 
人権フェスタ2025 
 

 
実施時期 
 

 
令和7年12月7日（日曜日） 

 
 
 

趣旨又は目的 
 
 
 
 

 
大崎町総合計画の基本理念にある「多様性を認めながら，互いに認め合い，支え合う

，結いの精神に基づいた地域社会の仕組みをつくりあげていく」を実現する。 
 
 
 
 
 

 
 

参 加 者 
 
 
 

 
小・中学校保護者，学校関係者，一般町民等（計98名） 

 
 
 
 

 
 
 
 

活動概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
人権フェスタ2025は，大崎町と大崎町教育委員会の主催により，大崎町中央公民館に

おいて，開催しました。 
 町内全戸，小・中学校関係者，各公民分館，校外生活指導連絡会等に参加案内を行
い，98名の参加であった。 

開会行事では，町内の小学校（５・６年生）から募集した人権作文と，中学校から募集
した，人権標語について表彰を行い，人権作文については，受賞児童による朗読を行い
，参加者からは「頑張って読む姿に感動した」などの意見がありました。 

開会行事終了後は，サハラマラソン等の海外の過酷なレースに多数参加経験のある 
岩元みさ氏を講師に招き「ワクワク生きよう！人生は冒険だ。」という演題で，ご自身の体
験をもとに飾りのない言葉でお話しいただきました。 

講演を聞いた方からは，「たくさんのメッセージを感じました」「人と人とのつながりのあり
がたさと，尊重することの大切さを強く感じました」など多くの感想をいただきました。 
 
 
 
 

 
 
 
 

活動写真 
 

[説明] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         開会行事                         表彰式 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      講演（岩元みさ氏）                 北朝鮮パネル展（会場前） 

 



別紙様式２ 
 

令和７年度「
ふるさと

郷土に学び・育む青少年運動」強調月間における特色ある取組 
 

                                                            

団体名（ 東串良町立柏原小学校 ） 

事  業  名        屋内ホッケー体験 実施時期  令和７年１１月１５日（土） 

趣旨又は目的 

(1) 屋内ホッケーの体験を通して、異年齢（地域協力隊や保護者、児童）の人た 

ち同士のコミュニケーションの場をつくる。 

(2) 地域の方々と子どもたちが触れ合うことを通して、子どもたちの地域社会に 

おける居場所づくりを行う。 

(3) 屋内ホッケーに触れることで、体を動かすことの楽しさを味わい、生涯スポ

ーツについて考えをもつきっかけとする。 

参  加  者       ５２人 

活 動 概 要       

(1) 開会式 

(2) 講師紹介 

(3) 体つくり運動 

   ・マーカー、輪っかを使った運動 

(4) 屋内ホッケー 

   ・スティックの持ち方やボールの扱い方 

  ・ドリブル   ・パス  ・シュート  ・試合 

(5) 閉会式 

活 動 写 真       

 

[説明] 

 当日は、多くの参加者（児童、保護者、地域協力隊の方々）により行事が実施さ

れた。初めての屋内ホッケーに、最初は戸惑う姿が見られたが、徐々に慣れ、試合

を楽しむ姿が見られた。また、互いに寄り添いながら活動に取り組む姿が見られ、

称賛の言葉や応援する姿も多くあった。 

 

 

 

 

 

 

 



別紙様式２ 
 

令和７年度 「
ふるさと

郷土に学び・育む青少年運動」強調月間における特色ある取組 
 
 
 

                                                           市町村名（ 南大隅町 ） 
 

事 業 名       
 

 
南大隅高校生徒による出前授業 

 

 
実施時期 

 
令和７年１１月７日（金） 

 
 
 

趣旨又は目的 
 
 

 

 
 

学ぶこと，知ることの楽しさを味わうとともに，小・中・高連携の一環として商

業教育に触れることを目的とする。 

 
 

 
 

参 加 者       
 
 
 

 

南大隅高校職員１名 神山小学校職員１名 

南大隅高校生徒６名 神山小学校児３２名 

 
 

 
 
 
 

活動概要       
 
 
 
 
 
 

 
 

１ 講師及び生徒紹介 

２ 授業の流れの説明 

３ タイピング授業（タブレット使用） 

４ 授業の振り返り 
 
 

 
 
 
 

活動写真       
 

[説明] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


